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第
８
号
議
案

一
般
会
計
予
算

（
賛
成
21
・
反
対
２
）

反
対
討
論
：
川
村

剛
議
員

賛
成
討
論
：
岩
橋
盛
文
議
員

警
察
か
ら
の
派
遣
職
員
受
入

れ
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
、

地
方
自
治
体
公
務
員
と
警
察
官

の
役
割
の
違
い
か
ら
問
題
が
あ

る
こ
と
、
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
減
額
が
行
わ
れ
後
退

す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
ほ
か
、

ソ
マ
リ
ア
派
兵
・
米
軍
基
地
移

転
問
題
な
ど
国
の
き
な
臭
い
動

き
か
ら
、
平
和
行
政
に
足
を
踏

み
出
す
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

第
９
号
議
案

国
民
健
康
保
険
予
算

（
賛
成
21
・
反
対
２
）

反
対
討
論
：
塚
本
美
幸
議
員

当
市
の
国
保
税
が
県
内
他
市

町
と
比
較
し
て
高
額
で
あ
る
こ

と
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額

が
被
保
険
者
一
人
あ
た
り
で
は

低
水
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
に
繰
入
額
を
増
や
す
よ
う
に

求
め
ま
し
た
。

第
14
号
議
案

介
護
保
険
予
算

（
賛
成
21
・
反
対
２
）

反
対
討
論
：
川
村
剛
議
員

所
得
段
階
の
細
分
化
や
介
護

給
付
費
準
備
基
金
の
取
崩
不
徹

底
な
ど
、
保
険
料
引
下
げ
の
努

力
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
低

所
得
者
に
つ
い
て
は
「
保
険
料

を
払
っ
て
も
、
利
用
料
の
高
さ

か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

控
え
る
傾
向
が
あ
る
」
と
い
う

実
態
か
ら
、
社
会
保
障
制
度
に

よ
る
所
得
の
逆
再
分
配
が
起
き

て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
利
用
料

減
免
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

37
号
議
案
も
関
連
議
案
と
し

て
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。

第
15
号
議
案

後
期
高
齢
者
医
療
予
算

（
賛
成
21
・
反
対
２
）

反
対
討
論
：
塚
本
美
幸
議
員

保
険
料
軽
減
対
策
が
後
退
し
、

そ
の
影
響
で
高
齢
夫
婦
の
合
算

し
た
年
金
額
が
同
じ
で
も
、
３

倍
の
保
険
料
格
差
が
生
じ
る

（
例
：
年
金
額
が
夫
75
万
円
、

妻
75
万
円
の
場
合
と
、
夫
90
万

円
、
妻
60
万
円
の
場
合
な
ど
、

一
方
の
年
金
額
が
80
万
円
を
超

え
て
い
る
か
ど
う
か
で
格
差
が

生
じ
る
。
）
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
ま
し
た
。

第
17
号
議
案
・
第
18
号
議
案

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
の

給
与
を
引
き
下
げ
る
特
例

（
賛
成
16
・
反
対
７
）

反
対
討
論
：
大
島
も
え
議
員

大
島
議
員
の
指
摘
は
、
報
酬

改
定
に
あ
た
り
市
が
必
要
な
手

続
き
・
手
順
を
踏
ん
で
い
な
い

と
い
う
も
の
で
、
指
摘
は
正
し

い
と
思
え
ま
す
が
、
市
長
な
ど

の
報
酬
引
下
げ
は
、
市
民
の
理

解
を
得
ら
れ
な
い
も
の
で
は
な

３
月
議
会
で
は
、
い
つ
に
な
く
賛
否
の
別
れ
た
議
案
が

多
く
、
今
回
は
そ
の
解
説
記
事
で
紙
面
が
埋
ま
り
ま
し
た
。

各
議
員
の
賛
否
状
況
を
裏
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

い
と
考
え
、
党
市
議
団
は
賛
成

し
ま
し
た
。

第
25
号
議
案

職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
21
・
反
対
２
）

反
対
討
論
：
川
村

剛
議
員

行
政
が
雇
用
す
る
臨
時
職
員

は
、
法
律
で
６
ヶ
月
以
内
と
さ

れ
て
お
り
、
例
外
的
に
半
年
の

延
長
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

当
市
の
状
況
は
臨
時
職
員
の
約

63
％
が
、
６
ヶ
月
を
超
え
る
雇

用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
来
、
正
規
職
員
で
雇
う
べ

き
も
の
を
臨
時
職
員
で
ま
か
な
っ

て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
状

況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

派
遣
切
り
、
雇
い
止
め
な
ど
、

雇
用
問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
全
職
員
の
約
45
％
を
不

安
定
雇
用
で
ま
か
な
う
一
方
、

こ
の
条
例
で
、
職
員
定
数
を
さ

ら
に
９
人
減
ら
し
ま
す
。
市
は

定
員
削
減
を
こ
れ
ま
で
も
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
以
上
の

人
員
削
減
中
止
を
求
め
て
反
対

し
ま
し
た
。

第
30
号
議
案

児
童
厚
生
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

（
賛
成
21
・
反
対
２
）

反
対
討
論
：
塚
本

美
幸
議
員

こ
の
条
例
改
正
は
、
児
童
館

で
も
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営

を
可
能
に
す
る
も
の
で
、
市
は

ま
ず
、
三
郷
児
童
館
・
中
部
児

童
館
の
２
ヶ
所
で
導
入
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
公
が

行
う
べ
き
仕
事
を
安
上
が
り
な

民
間
に
委
ね
て
し
ま
う
も
の
で
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
を
招
き

か
ね
な
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い

ま
す
。

意
思
表
明
を
、
大
人
の
よ
う

に
は
行
え
な
い
子
ど
も
に
関
わ

る
施
設
で
は
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
は
特
に
問
題
が
あ
る

と
考
え
反
対
し
ま
し
た
。



賛否の分かれた議案などに対する各議員の態度

議案などの名称

３月議会

○：賛成 ×：反対

※議長は

採決に加わりません。

川
村

剛

森

和
実

伊
藤

恵
理
子

岩
橋

盛
文

斉
場

洋
治

花
井

守
行

原

淳
麿

篠
田

一
彦

坂
江

章
演

丹
羽

栄
子

若
杉

た
か
し

議

員

名

塚
本

美
幸

山
下

幹
雄

伊
藤

憲
男

谷
口

マ
ス
ラ
オ

牧
野

一
吉

大
島

も
え

楠
木

千
代
子

早
川

八
郎

相
羽

晴
光

赤
尾

勝
男

森
下

政
己

片
渕

卓
三

水
野

義
則

新成クラブ
会
派

日本

共産党
市民まちづくりネット 公明党政新あさひ

※

草莽

崛起

×× × ×× ×

○

× ×××××× ×××

－○

××× ××陳情２号 新給食センターの

建設場所の変更を求める陳情

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○○ ○○○ －○○○

×

○○
８号議案 来年度

一般会計予算

○○ ○ ○○ ○○

× ×

○○○○○ ○○○ －○○○

×

○○
９号議案 来年度

国民健康保険特別会計予算

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○○ ○○○ －○○○

×

○○
14号議案 来年度

介護保険特別会計予算

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○○ ○○○ －○○○

×

○○
15号議案 来年度

後期高齢者医療特別会計予算
×× × ××

○

×

○

×

○○○○○ ○○○ －○○○○ ○○
17号議案 市長と副市長の

給与引下げ議案

×× × ××

○
×

○

×

○○○○○ ○○○ －○○○○ ○○
18号議案 教育長の

給与引下げ議案

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○○ ○○○ －○○○
×

○○
25号議案

職員定数条例の改正

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○○ ○○○ －○○○

×

○○
30号議案 児童館で指定管理

者制度を可能にする改正

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○○ ○○○ －○○○

×

○○
37号議案 介護保険条例の

一部改正

○○ ○ ○○ ○○○ ○○○○○○ ○○○ －

×

○○○ ○○
陳情１号 新給食センターの

早期建設を求める陳情

○○ ○

×× ×

○

×

○

×××

○

× ×××

－○

××× ××陳情３号 新給食センターの

建設地選定経過等説明を求む

陳
情
第
1
号

新
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

の
早
期
実
現
に
関
す
る
陳

情
書

（
賛
成
22
・
反
対
１
）

陳
情
第
2
号

「
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」

建
設
場
所
の
変
更
を
求
め

る
陳
情（

賛
成
２
・
反
対
21
）

反
対
討
論
：
伊
藤
憲
男
、

川
村
剛
、
水
野
義
則
３
議
員

賛
成
討
論
：
坂
江
章
演

大
島
も
え
２
議
員

陳
情
第
3
号

「
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
予
定
地
選
定
の
経
緯
・

経
過
等
」
に
つ
い
て
地
元

説
明
会
開
催
を
求
め
る
陳

情
書

（
賛
成
７
・
反
対
14
）

賛
成
討
論
：
水
野
義
則
議
員

各
陳
情
の
中
身
は
、

１
号
が
早
期
建
設
を
求
め

る
も
の
。

２
号
が
建
設
予
定
地
の
変

更
な
ど
を
求
め
る
も
の
。

３
号
が
住
民
へ
の
十
分
な

説
明
を
行
い
、
納
得
で
き
る

ま
で
着
工
し
な
い
よ
う
に
求

め
る
も
の
で
す
。

相
反
す
る
内
容
の
た
め
、

１
号
と
２
・
３
号
の
賛
否
は
、

逆
に
な
ら
な
け
れ
ば
変
で
す
。

陳
情
３
号
の
賛
成
討
論
を

行
っ
た
水
野
議
員
は
、
３
回

程
度
の
説
明
会
開
催
を
求
め
、

そ
れ
で
も
納
得
し
て
も
ら
え

な
け
れ
ば
や
む
を
得
な
い
旨
、

発
言
を
し
て
い
ま
す
か
ら
、

建
設
延
期
に
つ
な
が
る
討
論

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
３
月
議
会
、
新
給
食

セ
ン
タ
ー
に
関
連
す
る
本
会

議
質
問
を
行
っ
た
の
は
６
名

で
、
議
論
の
的
と
な
り
ま
し

た
。市

の
説
明
が
不
足
し
て
い

る
と
い
う
点
で
は
、
党
市
議

団
も
同
じ
見
解
で
す
が
、
こ

の
３
年
ほ
ど
市
議
会
で
議
論

を
し
、
予
算
な
ど
を
認
め
て

き
た
議
員
に
も
説
明
責
任
は

問
わ
れ
ま
す
。
説
明
を
市
だ

け
に
押
し
つ
け
て
良
い
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
つ
の
陳
情
全
て
に
賛
成
。

あ
る
い
は
、
建
設
の
延
期
に

つ
な
が
る
陳
情
に
賛
成
し
な

が
ら
、
予
算
に
も
賛
成
と
い

う
態
度
は
、
と
う
て
い
理
解

し
が
た
い
も
の
で
、
議
員
と

し
て
責
任
の
あ
る
態
度
で
は

な
い
と
思
え
ま
す
。


